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～まとめが変わる 授業をつくる！～ 
 

「日常の事象を数理的にとらえ見通しをもち筋道を立てて考察する」           
                          資質・能力を育てるには 



 小学校学習指導要領解説 算数編  
第２章 第１節 算数科の目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能を
次の通り育成することを目指す。 
 
（１）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するととも 
 に、日常の事象を数値的に処理する技能を身に付けるようにする。 
 
（２）日常の事象を数理的にとらえ見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基 
 本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な 
 表現を用いて事象を簡潔・明瞭・適格に表したり目的に応じて柔軟に表したりする 
 力を養う。 
（３）数学的活動の楽しさや数学の良さに気付き、学習を振り返ってよりよく問題解決 
 しようとする態度、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。 
  

生きて働く 
「知識・技能」 

資質・能力の三つの柱 
未知の状況にも対応できる 
「思考力・判断力・表現力等」 

学びを人生や社会に生かそうとする 
「学びに向かう力・人間性等」 
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「日常の事象を数理的にとらえ見通しをもち筋道を立てて考察する」 
資質・能力の育成 

日常の事象を数理的にとらえ 

見通しをもち筋道立てて考察する 



「日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を
立てて考察する」 

日常生活の事象を 
算数の舞台にのせる 

既習事項を用いて合理的・能率
的に考察処理、表現する 



「日常の事象を数理的に捉え 
       見通しをもち筋道を立てて考察する」 

見通しをもつ 

既習事項を元にしながら観察したり、試行錯
誤したりすると結果や方法の見通しをもてる 

筋道立てて考える 

・いくつかの事例から一般的な法則を帰納 
・既知の似た事柄から新しいことを類推 
・既知の事柄から演繹的に考える  等 



６年「速さ」第１時(導入の場面） 

本時目標 

・速さ比べの場面を観察し考察すること
を通して、見た目や直感だけではなく、
速さを比べるには時間と長さが必要な
ことを見いだす。 

日常事象における数量の関係に着目する 



まとめ 
 

時間や長さなどの量に着目すれば、速さ
を比べることができる。 
 
見た目や直感で判断できない時でも 
速さを数で表して比べられそうだ 

６年「速さ」第１時(導入の場面） 



５０ｍとか１００ｍのタイムが少ない 

ゴールに先につく 

動きが鋭い 

みんなが考えている「速い」「遅い」ってどういうことかな？ 

たくさん進む。体育の３分間走みたいな感じ。 

スピードが速い 

ボルトや新幹線 

なんでそう言えるのかな？ 



見た目とか気合いって関係あるのかな？ 

男子だからＡかＢが速そう 

いやいや、Ｃのほうが気合いが入って
いるから速そうだよ。 

この３人誰が速いかな？ 

この後また抜きかえしたかもしれない 

この２人は？ 

Aが追い上げてるんじゃないかな 

写真や絵（や動画）だけじゃ速さは比べられない。 

この２人は？ 
ボルトの方が速い。１００ｍを９秒５８ 

でも走っている距離が違うから・・・ 

ボルトは長い距離は走れない 

左の人は何ｍ走っているのかな？ 

フェローは５０００ｍを・・・ 



走る距離が分かれば一緒なら速さはタ
イムで比べられるんじゃないかな 

どうすれば速さって比べられるの？ 

５０ｍのタイムを競う いつでもどこでも５０ｍは走れないし
一緒にも走れないよ。 

一緒に走ればいいんだよ 
運動会の同じレースならいいけど

レースが違った時は・・・ 

タイムが分かれば、レースが違っても
比べられるね 

・スタートとゴールを決める 

走る時間をそろえて 



６年「速さ」  これまでは・・ 



６年「速さ」  これからは・・ 



子ども自らが 
 
「速さを比べるには二量が必要」 
 
「数値化すると比較することができる」 
 
と見いだしていくこと 


